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ヒヨケザル目はマレーヒヨケザルｑﾉ"ocaphamsv〃iegmesとフィリピンヒヨケ

ザルＣＶＣ/α"sの２種のみであり、前者がインドネシアに分布している。マレー

ヒヨケザルはインドネシアで希少種として保護されているにも関わらず、これ

までその分布や生態についてはわずかな情報しか得られていない。我々は、’999

年より西ジャワのパンデグランのココヤシ農園において、本種の行動圏とねぐ

ら利用に関する調査を行なっている。ヤシ林内にはCbi6ape"､,T伽,Ｄ”ﾉ。

zi6e〃"zJs,Ｐ肋eco/O伽加/iFmga,Ｐ”"αsipecjoscJなどの他種の背の高い樹木が点在

している。ヒヨケザノレはヤシの幹にしがみついた姿勢で休息しているか、ヤシ

の葉に隠れて休息していた（観察されたねぐらの７８~98％、、=34~142)。調査地

のヒヨケザノレの生態は人間活動と密接な関係があり、多くの部分を依存してい

た。彼らの生活に必要な資源、昼間のねぐら場所と餌、の大半は住民が植えた

農作物や有用植物であった。また、ジャワ島の１／３のエリアにおいて本種の

詳細な分布調査を行なった｡昼間、ココヤシ林でヒヨケザルの有無を記録した。

地元住民からの聞取り調査も行なった。調査した５０ヶ所でのうち10ヶ所でヒ

ヨケザルが確認された。西ジャワにおけるマレーヒヨケザルの分布はUjung

Kulon国立公園近くの海岸域から本研究の調査地であるパンデグランまでの地

域に限られていた。また、Pangandaran国立公園では孤立した小個体群が確認さ

れ、GunungHalimun国立公園でも生息の報告がある。西ジャワの他の地域の大

半は連続した高い樹林帯がなく、ヒヨケザルの生息地としては不適当であると

考えられる。


